意見書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成12年6月9日
電気通信審議会
　電気通信事業部会長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　郵便番号　105-0001
　　　　　　　　　　　　　　　　　（ふりがな）とうきょうとみなとくとらのもん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所　東京都港区虎ノ門３－８－２１
　　　　　　　　　　　　　　　　　（ふりがな）いー・あくせす　　　かぶしきがいしゃ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　イー・アクセス株式会社





　　　（ふりがな）だいひょうとりしまりやくしゃちょう　　せんもと　さちお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　　　　千本　倖生　
　電気通信審議会議事規則第５条の２及び接続に関する議事手続細則第２条の規定により、平成１２年５月２５日付け郵通議第３０１５号で公告された郵政省令案に関し、別紙のとおり意見を提出します。

別紙

指定電気通信設備との接続に係るコロケーションの手続き等に関する

郵政省令案に対する弊社の意見

1. はじめに

今回、指定電気通信設備との接続に関する郵政省令案に対して、弊社が意見を述べさせていただく機会をあたえていただきましたことに、感謝の意を表します。
弊社の提供するＤＳＬサービスは、電話線を使った通常のダイヤルアップ接続と比べて、約１０倍の高速通信が可能なこと、及び、電話線に使っているのと同じメタル線をそのまま利用してサービスを提供しているため、消費者が今までになかったより高速なサービスを迅速に提供できることが画期的な点ですが、サービスを提供するためには東西ＮＴＴが所有するメタル回線と局舎内で接続するために弊社の設備をＮＴＴ局社内に設置する、いわゆるコロケーションが必要になります。
平成１２年４月末より試験サービスを行っておりますが、モニターに方からは大変高い評価をいただいており、また弊社のコールセンターへの問い合わせでも、その９０％以上がエリア拡大とサービスの早期開始の要望です。

今回の省令改正によって、コロケーション手続きのルール化が行われ、サービス提供エリアの拡大が迅速に行えるようになり、サービスを待ち望んでいる消費者への早期提供が一層促進されることを期待しております。
以下、弊社の意見を述べさせていただきます。



２．これまでの交渉推移と問題点

（図１）











図１の通り、弊社は昨年11月よりＤＳＬサービス提供のために東西ＮＴＴと接続交渉を行い、本年4月28日には東京三田ビルと青山ビルにおいて、また6月2日には大阪淀川ビルと大阪中央ビルにおいて試験サービスを開始いたしました。今後、夏までに１１局にエリアを拡大し、秋頃を目途に商用サービスに移行した上で東京０３地域、大阪０６地域、その後主要都市へと順次エリアを拡大してく予定です。しかしながら、弊社の事業計画通りにエリア拡大を行うためには以下の点が問題になると考えます。


イ.申込を行ってから接続開始までの期間が長すぎる

ロ.建設申込前に工事又は保守の概算費用の提示がない

ハ.情報開示が不足している

ニ.費用の明細の提示がない

ホ.フィジカル・コロケーションが不可

ヘ.公平性の担保

[問題点]

イ．申込を行ってから接続開始までの期間が長すぎる

これまで弊社が建設した４局の場合（東日本三田・青山ビル、西日本淀川・大坂中央ビル）、相互接続点調査申込を行ってから実際に接続が開始されるまで、4～6ヶ月かかっています。また、現在接続を申し込んでいる7局（東日本池袋・四谷・新淀橋・茅場町兜、西日本大坂北・北・東）の場合でも、相互接続点調査申込から接続開始まで4～5ヶ月かかるとの回答をいただいております。実際の設計期間、工事の工程から判断して効率化することにより期間短縮は十分に可能だと考えます。

既存の電話線を用いることによりスピーディなエリア展開をおこなえることが、ＤＳＬサービスの大きなメリットのひとつであるにもかかわらず、東西ＮＴＴとの相互接続でこのような時間がかかれば、そのメリットが失われ、多くの消費者が高速・常時接続インターネットを早期に利用する機会が失われることになります。

ロ．建設申込前に工事又は保守の概算費用の提示がない
相互接続点調査回答書の回答に含まれるのは相互接続点の設置の可否のみであり、建設費の概算については全く提示がなく、実際に提示があるのは建設申込後、建設工事請負契約の案文提示の際です。また、弊社がこれまでに建設申込をおこなった局舎の建設費はビル毎に大きく異なっています。

ＤＳＬサービスにおいて局舎のコロケーション費用は総費用の中でも大きな比率を占め、その額が局舎毎の採算性に大きく影響を与えます。しかしながら現状では費用の概算提示がなく、採算性を検討できないまま建設申込をおこなわなければならないこととなり、参入事業者に大きなリスク負担を強いることとなります。

ハ．情報開示が不足している

弊社は事業展開に当り、東西ＮＴＴの局舎に関して情報開示を要望いたしましたが、要望した項目のうち一部を除いて開示いただけません。特に現在相互接続点調査を申し込んでいない局舎に関しての情報はコロケーションのための空きスペースだけでなく、東西ＮＴＴが所有する局の数、住所、収容局番などの基本的な情報ですら一切開示をいただいておりません。

電気通信事業法三十八条の二11項には「指定電気通信設備を設置する第一種電気通信事業者は、他の電気通信事業者がその電気通信設備との接続を円滑に行うために必要な情報の提供に努めなければならない」と規定されていますが、「接続を円滑に行うために必要な情報」の範囲については明確な規定はないため、東西ＮＴＴの判断にゆだねられているのが現状です。しかしながら、相互接続点調査申込をおこなっていない局舎に関しても、①エリア拡大の検討をおこなうため、②エリア外での申込に対処するため、といった目的のために情報が必要です。

ニ．費用の明細の提示がない

これまで東西ＮＴＴにおいてそれぞれ2ビルのコロケーション工事をお願いいたしましたが、工事費用の明細については、①請負費（工事費）、②設計費（設計調査、設計、設計積算等）、③管理費（監督、検査等）の3項目でしか提示していただいていないので、その適正性について判断することが不可能です。外部に作業を委託し、その委託費を支払う場合、上記の３項目のみしか明細を提示しないことは一般的な商習慣では考えられないことだと思います。

工事費用は総費用のうち大きな部分を占めるので、それが合理的で効率的な工事が行われているかどうかを検証することは当然の権利であり、そうでなければ新規参入を阻む要因となり、改善が必要であると認識しています。

ホ.フィジカル・コロケーションが不可
上記問題点のうち一部は事業者が東西ＮＴＴに工事を委託せず、直接発注する形態が可能になれば回避できると考えます。従いまして、東西ＮＴＴが早期に準備を整えていただけることを要望いたします。

ヘ.公平性の担保

弊社が東西ＮＴＴに委託している工事を下請で受託している東西ＮＴＴのグループ会社が、一方では自らＤＳＬのサービスを提供している事例が見られます。このような例は情報漏洩等、公正有効競争上問題があると考えます。

また、東西ＮＴＴが設置しているＤＳＬＡＭが他事業者がコロケーションしている場所とは異なる場所に設置されているケースがあると聞いています。それをもって必ずしも公平性を欠いているとは言えませんが、不公平がないかどうか、情報を開示すべきであると考えます。
また、ＮＴＴ地域会社はＩＰ接続サービスのサービスエリアを７月以降順次拡大すると発表されましたが、ＩＰ接続サービスは弊社のＤＳＬサービスと競合するサービスであると認識しております。従いまして、公正有効競争を担保するため、エリア拡大の展開速度や相互接続における手続き・期間において不公平が生じることがないよう、少なくともＩＰ接続サービスのエリア展開速度と同等以上の速度でＤＳＬのエリア展開に対応していただくよう強く要望いたします。
３．電気通信事業法施行規則の一部を改正する意義

弊社が展開するＤＳＬサービスを含め、東西ＮＴＴ局舎内にコロケーションする必要がある接続形態においては、サービスの展開上重要な部分を占めるコロケーションに関するルールが確立されておらず、事業者間の協議に委ねられているため、既述したとおり東西ＮＴＴ局舎のコロケーションにおける様々な問題が顕著となっております。東西ＮＴＴにおいてコロケーションを提供するインセンティブが生じない場合、東西ＮＴＴによるコロケーション提供に係る恣意的な運用が避けられないことが問題であり、公正かつ適切なコロケーションルールの確立が急務となっております。

このような現状を踏まえ、東西ＮＴＴ局舎内におけるコロケーションルールの確立を指向する今回の電気通信事業法施行規則の一部改正は、とりわけ弊社のようにアンバンドルされたメタリック回線を利用して新規参入した事業者にとって、高く評価されるものであり、当該改正によりコロケーションルールが確立され、最終的には利用者便益の向上に資することが期待されます。そのためには、当該改正を受けて規定される東西NTT接続約款のコロケーションルールの在り方が重要であり、接続約款に規定されるコロケーションルールの適正化、明確化及び公正有効競争を考慮に入れた厳格な運用を要望致します。

なお、今回の電気通信事業法施行規則の改正案に対する弊社意見及び接続約款化への具体的要望は以下のとおりです。




４．省令案条文について

（指定電気通信設備との接続に関する接続約款の認可の基準）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第二十三条の四　（略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　（略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　法第三十八条の二第三項第一号ニの郵政省令で定める事項は、次のとおりとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　一　（略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　二　他事業者が接続に必要な装置を指定電気通信設備を設置する第一種電気通信事業者の
建物、管路及びとう道に設置するにおける次の事項　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　イ　他事業者が接続に必要な装置を設置する場合の手続であって次に掲げる事項を含むもの　　　　　　　　　　　　

（１）　他事業者が接続に必要な装置を設置することが可能な場所に関する情報の開示を他事業者が受ける手続　

【郵政省令に対する要望】

この条文の趣旨は、他事業者がコロケーションに関する設置計画を立てるのに必要な場所に関する情報を事前に開示していただけるための手続きと理解しております。

現状では、コロケーション場所について、事前の情報開示がないため、空きスペースの有無を確認するだけでも要望する場所ごとに相互接続点調査の申込みが必要となります。それが、この省令案により空きスペースについての情報が相互接続点調査とは別の手続きで開示していただけることが可能であり、弊社は高く評価いたします。

しかしながら、「設置することが可能な場所」という言葉では、設置することが不可能な場所であれば情報の開示を要望できないことなり、本当に不可能かどうかの確認ができないことになりかねないと考えます。
従いまして、「他事業者が接続に必要な装置を設置することが可能な場所に関する情報の開示を他事業者が受ける手続き」は、「他事業者が接続に必要な装置を設置を要望する場所に関する情報の開示を他事業者が受ける手続き。情報開示の拒否する場合及び当該設置が不可能な場合は、その理由を他事業者が受ける手続き。（当該設置が不可能な場合は当該回答に関する確認のための立入りを含む。）」に変更していただけるようお願いいたします。
なお、
米国では、ＩＬＥＣのインターネットのホームページでコロケーション可能な局舎リスト（図２参照）が開示されている事例などあり、空きスペースの情報は、手続きなしで無償で開示されるべきであると考えており、また、現状の相互接続点調査にかかる期間（１ヶ月半以内）より迅速に開示されるべきと考えています。


また、このような情報開示については、コロケーションに限らず、接続に関する情報の開示についても他事業者が受ける手続きも定めるべきだと考えます。
従いまして、「接続に必要な情報の開示を他事業者が受ける手続き。」を別途、追加していただけるようお願いいたします。
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【東西ＮＴＴの接続約款に対する要望】

①　手続きなしで開示していただきたい情報について

米国ではＵＳウエストのホームページにコロケーションスペースの空き情報が掲載されています（図２参照）。このような局舎の空き情報は、他事業者のコロケーション計画に必要不可欠なので、手続きなしで、ホームページなどで無償で開示していただけるようお願いいたします。具体的には、全ＧＣ局の局名、所属ＭＡ、住所、空きスペースの情報の開示をお願いいたします。
②　開示していただきたい情報の内容について

他事業者がコロケーションを要望する全ての場所に関する以下に挙げる情報を開示していただけるようお願いいたします。具体的には、コロケーションの場所の局名、住所、ＭＡ名、収容局番、メタル回線の収容加入者数（アナログ電話回線数、ＩＳＤＮ回線数及びＤＳＬ回線数、事務用/住宅用回線数）、光化情報、メタル回線の撤去に関する情報、加入者収容モジュール名、ＭＤＦ端子数（設置端子数及び空き端子数）、増設計画端子数、同一局でのコロケーション事業者数、フロア図面（コロケーション場所及びＭＤＦ接続場所）、コロケーション設置可能架数、電源・空調・フリーアクセスなどコロケーションの設備環境の情報開示を要望いたします。

　

③　開示拒否の理由及び開示内容の確認をする手段の確保について

開示をしない条件として、東西ＮＴＴの裁量が大きく働くような基準は避けていただき、開示拒否の場合はその理由を文書でいただけるよう要望いたします。また、開示内容の妥当性を確保するため、設置が不可能な場合、その理由をフロアプランや図面で提示していただき、かつ、開示内容を確認するための他事業者の立入りを要望いたします。また、開示を請求した時点で設置が不可能な場合でも、旧設備の撤去により将来コロケーション可能な空きスペースが確保できると考えます。なお、米国では、ＦＣＣの規則に局舎内の陳腐化した設備を撤去しなければならないという条項があります。

④接続後の個別回線の情報提供の要望について

ＤＳＬサービスで利用する回線の線路条件（収容局からユーザまでの線路距離亘長、ケーブルの絶縁種類、線径、伝送損失、直流抵抗値、ブリッジタイプの状況及び手ひねり接続個所の状況等）及び同一又は隣接カッドに収容されているサービスの状況については、サービスの提供可否やサービス品質にも影響することから、このような個別の回線の情報の提供を他事業者が受ける手続きを定めていただけるようお願いいたします。
米国における事例
《ＩＬＥＣによるインターネット上での自発的な情報開示》

米国においては、ＩＬＥＣはコロケーション可能な空きスペースがある局舎リストと各局で選択可能なコロケーションの種類（ケージド・フィジカル・コロケーション、ケージレス・フィジカル・コロケーション、バーチャル・コロケーション、など）をインターネット上で開示しています。また、当該リストをスペースの有無に変更が生じてから10日以内に修正することになっています。

（図２）

USウェストのホームページで開示されているコロケーション可能な局舎リスト（サンプル）
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出所：USウェスト

インターネット上での情報開示の他に、米FCCは、ＣＬＥＣの要望に応じてＩＬＥＣが局舎に関する情報を含む報告書を提出しなければならないことも規定しています。例えばベル・アトランティックでは、ＣＬＥＣの要望に応じて次の情報を含む報告書［Premises Report］を提出しなければなりません。①　局舎におけるフィジカル・コロケーション可能なスペースの広さ、②　要望時点におけるフィジカル・コロケーションを実施している通信事業者数、③　前報告書からのスペース用途の変更、④　より広いフィジカル・コロケーションを確保する為の施策。

こうした情報は頻繁に変わることからインターネット上での開示や局舎に関する報告書を提出することは無意味との意見もありましたが、米ＦＣＣはこれを認めませんでした。米ＦＣＣは、ＣＬＥＣがネットワークの構築を計画するに当り、コロケーションが可能な局舎を事前に知りうることは必要不可欠であると判断しています。

《スペース不足によりコロケーションが不可能な場合の情報開示》

ＩＬＥＣにはＣＬＥＣとの競争を阻止するためにコロケーション・スペースを減少させるインセンティブが働くことから、米ＦＣＣはＩＬＥＣにフィジカル・コロケーションの提供が不可能である局舎のフロアプラン詳細と図面を州公益委員会に提出しなければならないと定めています。また、ＩＬＥＣはコロケーションを要望しているＣＬＥＣに視察のための入局を許可しなければならないことも規定しています。局舎の視察後、コロケーション・スペースの可否に関してＣＬＥＣとＩＬＥＣの意見に食い違いが生じた場合には、両者はその議論を州公益委員会に提示をすることができます。視察に関しては、入局によって局舎が害を被る可能性があることを理由にＩＬＥＣからの反論もありましたが、米ＦＣＣはこれを認めず、視察時にＩＬＥＣが立会うことでこの問題を回避できるものとしています。

その他に、米FCCが定めているルールには、より広いコロケーション・スペースを確保するために、ILECはCLECの要望ないし州公益委員会の指導があったときには、局舎内の陳腐化した設備を撤去しなければなりません。

　　（２）　他事業者が接続に必要な装置の設置の可否及び条件の検討を指定電気通信設備を設置する第一種電気通信事業者に請求し当該検討の結果の回答（当該設置を拒否するものである場合にはその合理的な理由を含む。）を受ける手続（他事業者による当該設置の請求に係る建物への立入り（当該回答に関する確認のための立入りを含む。）の手続を含む。）

【郵政省令に対する要望】


現状で特に問題となっていることは、他事業者がコロケーション工事を東西ＮＴＴに委託する場合、接続可能時期及び概算費用が接続の申込み以前に提示されないため、接続開始時期及び概算費用が不明のまま接続を申し込まなければならないことです。しかしながらこの省令改正案の「条件」には接続可能時期及びコロケーション工事の概算費用も含まれており、調査回答時に工事費用を概算で提示することが義務付けられたものと理解しております。

【東西ＮＴＴの接続約款に対する要望】

①相互接続に関わる調査の簡素化について

東西ＮＴＴの接続約款及びガイドブックに従いますと、事前調査と相互接続点調査は並行して行われるものと理解しておりますが、現状では調査内容の重複があること、また、相互接続点調査後でなければ事前調査申込みを受け付けないこと、コロケーション設備を単に増設する場合でも、再度相互接続点調査が必要であるなど、結果的に手続きの煩雑化及び長期化を招いています。

コロケーションでの相互接続の際には、事前調査と相互接続点調査の一本化を要望いたします。



図　コロケーションの接続に関する手続きフロー


要望するフロー




　　（３）　他事業者が工事又は保守を行う場合の手続　　　

　　　　　　　　　　　　　　

【郵政省令に対する要望】

　この省令案により、他事業者が工事又は保守を行う場合と次項（４）の東西ＮＴＴに委託する場合と選択が可能になったことは、サービス提供の早期実現及び工事の効率化にとって意義が大きく、非常に高く評価いたします。



【東西ＮＴＴの接続約款に対する要望】

①　他事業者が工事又は保守範囲及び東西ＮＴＴからの干渉の排除
他事業者が工事又は保守を行える範囲を極力制限しないようにお願いいたします。

また、他事業者の工事又は保守については、東西ＮＴＴの干渉がないようにお願いいたします。具体的には、以下の事項が挙げられます。

・他事業者が工事会社を自由に選択できること。
・東西ＮＴＴを介さずに他事業者が工事の設計及び指示を直接工事会社に行えること
・他事業者が３６５日２４時間いつでも東西ＮＴＴの局舎に立入り
工事又は保守ができること
・他事業者の工事又は保守の制限を東西ＮＴＴが行う場合より厳しくしないこと
・他事業者の工事又は保守に東西ＮＴＴの立会いを義務づけないこと










米国における事例
米国においては、接続事業者が自ら工事・保守を行うフィジカル・コロケーションが認められています。スペース不足や技術的な問題によってフィジカル・コロケーションが不可能な場合には、ＩＬＥＣに工事・保守を委託するバーチャル・コロケーションが提供されます。

《フィジカル・コロケーションを要望する際の手続き》

アメリテックでは、ＣＬＥＣがフィジカル・コロケーションを要望する際には、（コロケーションを要望する局舎、要望するスペースの広さ、要望するコロケーション・タイプの優先順位等の情報を含む）コロ・オーダー（要望書）［Collo Order］を提出してもらいます。当該コロ・オーダーに対するコロ・レスポンス［Collo Response］をアメリテックは、標準的期間内【標準的期間を参照】にＣＬＥＣに返答しなければなりません。

《入局・立会いの際の手続き》

アメリテックからフィジカル・コロケーションが提供された日からＣＬＥＣは、7日/週・24時間/日いつでも入局することが可能です。それ以前の入局に関しては、ＩＬＥＣ従業員の立会いのもと、下見のための入局、引受のための入局が可能です。

《セキュリティの確保》

ＣＬＥＣが自ら工事・保守を行う場合、ＩＬＥＣの局舎内設備やネットワークのセキュリティの確保が大きな課題として残ります。アメリテックでは、セキュリティの確保のため、①　ＣＬＥＣが入局する際には入局60分前にＩＬＥＣに電話で通知する、②　ＣＬＥＣの従業員（ＣＬＥＣの選択する工事業者の従業員）は入局前に写真付IDをアメリテックから取得、入局した際には当該従業員に写真付IDを装着させる、③　当該従業員がアメリテックの設備の安全性が保たれているスペース以外への立入る場合は、アメリテックの指定する者を立会わせる、④　アメリテックの設備と接続事業者の設備に隔壁（パーティション）を立てる、⑤　監視デバイスや電子鍵などを設置、　⑥　ＩＬＥＣやＩＬＥＣの指定工事業者の従業員と同じレベルのトレーニングをＣＬＥＣの従業員やＣＬＥＣの選択する工事業者の従業員に受けさせることを義務付ける（ＩＬＥＣはトレーニングに関する情報を接続事業者に提供する）、などの措置を講じています。

《バーチャル・コロケーション》

ベル・アトランティックでは、バーチャル・コロケーションに関して接続事業者の設備設置を行う際に2つの選択を設けています。①　CLECがベル・アトランティックと契約を結びベル・アトランティックに設備設置を委託する形式（ベル・アトランティックは下請けとなる工事会社に設備設置を委託できる）、②　CLECがベル・アトランティックの指定工事会社と直接契約を結び、設備設置を直接委託する形式　（この場合、当該指定工事会社に料金を直接支払う。）

　　（４）　指定電気通信設備を設置する第一種電気通信事業者が工事又は保守を行う場合の工事又は保守に他事業者が立会いをする手続

【郵政省令に対する要望】

現状では、東西ＮＴＴの工事又は保守における他事業者の立会いが規定されてないため、立会いの可否が明確ではありませんでしたが、この省令案により、東西ＮＴＴが工事を行う際、他事業者が常に立会いにより内容を確認できるようになったことを非常に高く評価いたします。これにより、より効率的な設備設置が促進されると考えております。
【東西ＮＴＴの接続約款に対する要望】
立会いにおいて、入局の時間を制限したり、立会いのための立会いを必須としたり、工事業者への助言を禁じるなどの制限を極力設けないようにしていただきたいと考えます。

　　ロ　他事業者が接続に必要な装置の設置の可否及び条件の検討を指定電気通信設備を設置する第一種電気通信事業者に請求した日から当該検討の結果の回答を受け当該回答に係る設置の工事が始まる日までの標準的期間（当該回答が接続に必要な装置の設置を拒否するものであるときは、当該回答の日までの標準的期間）（他事業者の責めに帰すべき事由による期間を除く。）　　
　　ハ　指定電気通信設備を設置する第一種電気通信事業者が工事を行う場合の工事の標準的期間（他事業者の責めに帰すべき事由による期間を除く。）　　　　　　

【郵政省令に対する要望】

他事業者が東西NTT局舎内にコロケーションする際に、東西NTTの恣意的な運用を避け、東西NTTが同様なサービスを展開している場合の公正有効競争を担保する意味から、今回の省令において、コロケーションに係る期間に対して標準的期間を設定することは、評価されるものと考えます。なお、当該標準的期間を設定するにあたり、より明確な区分による設定を実施するために、省令改正案（省令第二十三条の四第３項第二号ロ）を以下のように変更することを希望いたします。
ロ）他事業者が接続に必要な装置の設置の可否及び条件の検討を指定電気通信設備を設置する第一種電気通信事業者に請求した日から当該検討の結果の回答を受けるまでの標準的期間（当該回答が接続に必要な装置の設置を拒否するものであるときも含む）、及び他事業者が設置の申込みを行った日から設置の工事が始まるまでの標準的期間。
また、当該省令の改正を受けて接続約款において規定される標準的期間に関しては、第三者を含め検証を実施し、その妥当性を確保することが肝要と考えます。


【東西ＮＴＴの接続約款に対する要望】

① コロケーションに係る設備の増減に関する迅速な対応の要望等について

他事業者が接続に必要な装置を東西NTT局舎内に設置する場合、現在の接続約款においては「相互接続点の調査等」に記載される一連の手続きが必要となっております。しかし、相互接続を実施済みの接続形態において、単なるコロケーションに係る設備の増減等の変更に関しては、「相互接続点の調査等」に記載される手続きとは別に簡略化された手続きにより実施され、迅速かつ適切に対応できることが必要であると考えます。今回の標準的期間の設定によるコロケーションに係る期間の透明性確保に加え、単なるコロケーションに係る設備の増減に関する迅速な対応を実現するために、相互接続点の調査等に記載される手続きとは別のコロケーションだけに係る手続きの設定を要望いたします。

また、現在の接続約款においては、申込みや回答等の連絡手段の明記がされておらず、弊社の場合、申込みは郵送での受付け、回答はＦＡＸでの通知となっており、現在の接続約款に記載されている１ヶ月半以内の回答に関して、弊社の認識では１ヶ月半以上かかった事例がある点を指摘するとともに、申込み及び回答等の連絡方法に関して、ＦＡＸによる申込み及び受付け等が可能となるよう要望いたします。

② 東西NTTへ委託する工事範囲による標準的期間の設定の要望について

接続約款に標準的期間を記載するにあたっては、東西NTTへ委託する工事範囲に応じて、標準的期間を定めるべきであるとともに、当該標準的期間の妥当性を検証する必要があります。具体的には、接続約款において、以下のような工事範囲の分類（一例）に応じた標準的期間を規定することを要望致します。

東西NTTへ委託する工事範囲
請求から回答までの標準的期間
申込みから設置の工事が開始されるまでの標準的期間
工事の標準的期間

全ての工事を委託（キャビネット内工事含む。バーチャル・コロケーション）
１０営業日以内
３０営業日以内
７営業日以内

キャビネット内工事以外を委託（電源ケーブル敷設、局内ケーブル敷設等を委託）
１０営業日以内
２０営業日以内
５営業日以内

全てを自前工事（東西NTTへは電源ポスト等の確保のみを依頼）
１０営業日以内


３営業日以内
３営業日以内

上記のように工事範囲の区分による標準的期間を設定し、かつ妥当性のある標準的期間を設定することによって、他事業者にとっては、接続に係る工事を東西NTTへ委託するか、又は自ら行うか、接続事業者自身の選択が実現され、需要に対する設備構築において迅速かつ適切に対応することが可能となります。その結果、迅速なサービスの提供を通して利用者便益の向上に資するものと考えます。

なお、海外においては、以下のような事例があることを申し添えます。















































































米国における事例
アメリテックは、コロ・オーダー（要望書）に対するコロ・レスポンスを以下にあげる期間内にＣＬＥＣに対して返答しなければなりません。

5営業日以内に受け取ったコロ・オーダー部数
コロ・レスポンス返答の標準的期間

1～5部
10営業日以内

6～10部
15営業日以内

11～15部
20営業日以内

16部以上
増加分5部毎に、上記の日数に5営業日を加算

米FCCは、CLECの要望するフィジカル・コロケーションの可否に関して、ILECの返答期間は10日間が妥当だとしています。

コロケーション・スペースの提供に関して、アメリテックはコロケーション・レスポンス（報告書）にCLECが要望するコロケーションの可否を記述し、上記の標準期間内にCLECに返答しなければなりません。もし、スペース不足が理由でフィジカル・コロケーションが提供できない場合には、いつフィジカル・コロケーションの提供が可能になるかを当該報告書に記載し、かわりにバーチャル・コロケーションを提供しなければなりません。
《コロケーションの請求からその実現までに要する標準的期間》

事業者によって定められている標準的期間は異なりますが、バーチャル・コロケーションにおいてベル・アトランティック・サウスでは、ＣＬＥＣからトランザックション料を受け取ってから工事完了までの基本的な標準期間を60営業日と設定しています。基本的な流れを下表に示しています。

バーチャル・コロケーション・プロセスと標準的期間

High-Level View of Virtual Collocation Process at Bell Atlantic South

《ベル・アトランティック・サウスの場合》

標準的期間【営業日】
コロケーション・プロセス

1日目
The CLEC submits the complete transaction fee


Bell Atlantic conducts the site survey

5日目
Bell Atlantic notifies the CLEC of the site implementation meeting


Bell Atlantic orders the ancillary equipment

32日目
The CLEC delivers the equipment.

The CLEC provides fiber to manhole “0” if applicable


Bell Atlantic installs the equipment


Bell Atlantic completes testing, inventory and cross-connects.

60日目
All CLEC training is complete.

Joint acceptance test with the CLEC is conducted.

　　　　ニ　建物及び土地に関して他事業者が負担すべき正味固定資産価額（当該建物、管路及びとう道の取得原価から減価償却相当額を控除した額）を基礎として接続料の原価の算定方法に準じて計算される金額　
　　　　ホ　指定電気通信設備を設置する第一種電気通信事業者が工事又は保守を行う場合の工事又は保守に関して他事業者が負担すべき金額
　　　　ヘ　その他他事業者が接続に必要な装置を設置する場合の当該他事業者が負担すべき金額及び条件　　　　　　　　　　　

【郵政省令に対する要望】

東西NTT局舎内にコロケーションする場合において、工事又は保守を東西NTTへ委託する場合やその他において、他事業者が負担すべき金額や条件を接続約款に規定することは、東西NTT及びNTTグループが同様なサービスを提供する場合の公正有効競争確保の観点からも重要であり、今回の改正案は、今まで事業者間協議に委ねられていた事業者が負担すべき金額及び条件の透明性を確保する意味でも評価されるものと考えます。但し、接続約款において他事業者が負担すべき金額や条件を規定する際には、その算出根拠及び金額並びに条件の妥当性を検証することが必要であると考えます。


【東西ＮＴＴの接続約款に対する要望】

他事業者が東西NTTへ委託する工事及び保守に関する費用に関しては、接続約款において算定根拠等を明示すべきと考えます。

先般の「東日本電信電話株式会社及び西日本電信電話株式会社の指定電気通信設備に関する接続約款の変更案に対する再意見」（平成11年12月17日付け郵通議第100号で公告された接続約款案に対する再意見）において、東西NTTより「コロケーション負担額の概算額を予め算出することは現実的ではないため、従来どおり接続に係る所定の手続の中で個別に提示する」旨記述されておりますが、設置の申込みの時点でさえ概算額の提示すら受けていない事例があることを申し添えるとともに、明細の確認によって概算額の妥当性を確保できるよう、接続約款において事業者が負担する金額の明細提示を義務づけるべきであると考えます。商取引の概要が固まった段階での概算額に明細を記載しないことは、一般の商慣習では考えられないことであることを付記いたします。

更に、接続約款に記載する東西NTTに委託する工事又は保守に係る金額に関しては、委託する工事内容又は保守内容に応じて、その妥当性を担保しつつ標準的な金額（例えば、電源ケーブル１回線あたりの工事費、保守費）を規定すべきであると考えます。工事内容又は保守内容に応じて標準的な金額を規定することにより、他事業者においては、東西NTTへ委託する工事内容又は保守内容を計画段階の時点で選択、検討することが可能となり、かつ適切な工事、保守の委託によるコスト削減が実現されるため、結果として利用者料金の低廉化が期待されるものと考えます。

なお、工事内容又は保守内容に係る標準的な金額の明示として、以下のような海外の事例があることを申し添えます。
























































































































































































































米国における事例
アメリテックでは、バーチャル・コロケーションとフィジカル・コロケーションの標準料金体系を以下のように規定しています。

《表参照》

表１：バーチャル・コロケーションの標準料金体系

表2：フィジカル・コロケーションの標準料金体系

表1：バーチャル・コロケーションの標準料金体系

Description
Recurring Charge
Non-recurring Charge

Service Order Charge

Per Order
＄●●●●
＄●●●●

Optical Line

  Entrance Facility

    Per Foot

  Riser

    Space Per Foot

    Per Fiber Termination

  Cable Vault Splicing

    Per Initial Splice

    Per Subsequent Splice

  Splice Testing

    Per Initial Splice Test

    Per Subsequent Splice Test

  Cable Pulling From Manhole to cable 

  Vault

    Per First Foot

    Per Additional Foot

　Cable Pulling From Cable Vault to the LGX Panel

    Per First Foot

    Per Additional Foot

  Diverse Riser

    Per floor traversed
＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●
＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

Equipment Bay

    Per 7’ Bay Installed (Company provided/installed)
＄●●●●
＄●●●●

Equipment Bay

    Per 7’ Bay Installed (Company provided/installed/pre-packaged)
＄●●●●
＄●●●●

Project Management Fee

    Per Initial 7’ Bay

     Installed on Initial or Subsequent Order

    Per Initial Shelf

     Installed on Subsequent Order

    Per Additional Shelf

     Installed on Same Subsequent Order

    Per Bay Rearrangement and/or Miscellaneous Work
＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●
＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

Power Consumption

    Per Fuse AMP
＄●●●●
＄●●●●

Power Delivery

    Per 7’ Bay Installed
＄●●●●
＄●●●●

200 Conductor Electrical Cross-Connection Block

    Per 200 Conductor Electrical Cross-Connection Block
＄●●●●
＄●●●●

Digital Cross-Connection Panel (DSX)

    Per DSX-3 Termination

    (1 DS3 termination)

    Per DSX-1 Panel

    (Up to 56 DS1 terminations)
＄●●●●

＄●●●●
＄●●●●

＄●●●●

Optical Cross-Connection Panel (OCX)

    Per OCX Panel Segment
＄●●●●
＄●●●●

Digital Timing Source

    Per Timing Circuit Required
＄●●●●
＄●●●●

Thru-Connect

    Per DSX-1 to DSX-1

    Per OCX to OCX
＄●●●●

＄●●●●
＄●●●●

＄●●●●

Carrier Cross Connect Service for Interconnection



Collocation Collocator Cable Package, per foot
See 1.D for rates


Project Management Fee
See 1.D for rates


（注）ビリング・コードは省略してあります。

Material Issued under authority of M.P.S.C

表2：フィジカル・コロケーションの標準料金体系

Description
Recurring Charge
Non-recurring Charge

Order Charge

Per ACOI Application
＄●●●●
＄●●●●

Central Office Floor Space

Per 100 Sq. Ft. 
＄●●●●
＄●●●●

Central Office Build Out

Per Initial 100 Sp. Ft.

of Floor Space Requested,

Per Central Office

(50% Charge)

(25% Charge)

Per Additional 100 Sq. Ft.

of Floor Space Requested,

Per Central Office

(50% Charge)

(25% Charge)
＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●
＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

＄●●●●

Cable Vault Splicing

 Per Initial Splice

 Per Subsequent Splice
＄●●●●

＄●●●●
＄●●●●

＄●●●●

Splice Testing

 Per Initial Splice Test 

 Per Additional Splice Test 
＄●●●●

＄●●●●
＄●●●●

＄●●●●

Cable Pulling From Manhole to Cable Vault

 Per First Foot 

 Per Additional Foot 
＄●●●●

＄●●●●
＄●●●●

＄●●●●

Cable Pulling From Vault to Transmission Node

 Per First Foot 

 Per Additional Foot 
＄●●●●

＄●●●●
＄●●●●

＄●●●●

Riser Space

 Per Foot
＄●●●●
＄●●●●

Entrance Conduit

 Per Inner Duct

  Per Foot 
＄●●●●
＄●●●●

Power Consumption

 Per Fuse AMP
＄●●●●
＄●●●●

Power Delivery

 Per Power Lead
＄●●●●
＄●●●●

200 Conductor Electrical Cross-Connection Block

 Per 200 Conductor Electrical

 Cross-Connection Block
＄●●●●
＄●●●●

Digital Cross-Connection Panel (DSX)

 Per DSX-3 Termination 

 (1 DS3 termination) 

 Per DSX-1 Panel

 (Up to 56 DS1 terminations)
＄●●●●

＄●●●●
＄●●●●

＄●●●●

Optical Cross-Connection Panel (OCX)

 Per OCX Panel Segment
＄●●●●
＄●●●●

Space Reservation Charge

 Per Reservation Request
＄●●●●
＄●●●●

Optional Features and Functions



Transmission Node Enclosure

 Per First 100 sq. ft. Enclosed

 Per Additional 100 sq. ft. Enclosed
＄●●●●

＄●●●●
＄●●●●

＄●●●●

Passive Bay Termination

(includes Bay and Panel)

 DS1 Termination

 DS3 Termination
＄●●●●

＄●●●●
＄●●●●

＄●●●●

200 Conductor Electrical Termination Block

(outside Transmission Node)

 Per Termination Block
＄●●●●
＄●●●●

Digital Timing Source

 Per Sync Signal Provided
＄●●●●
＄●●●●

DS1 Repeater
＄●●●●
＄●●●●

DS3 Repeater
＄●●●●
＄●●●●

Diverse Riser

 Per floor traversed
＄●●●●
＄●●●●

Cageless Physical Collocation



Central Office Floor Space

 Per Standard Bay
＄●●●●
＄●●●●

Order Charge Per Connect Order
＄●●●●
＄●●●●

Order Charge Per Disconnect Order
＄●●●●
＄●●●●

Central Office Build Out

 Per Initial Bay
＄●●●●
＄●●●●

Central Office Build Out

 Per Additional Bay
＄●●●●
＄●●●●

Security Photo-I.D. Card
＄●●●●
＄●●●●

（注）ビリング・コードは省略してあります。

Material Issued under authority of M.P.S.C

コロケーション調査申込み





接続申込み





開示内容の確認、設備の状況等の確認のための局舎への立入り


事前立入り











情報開示手続き守秘義務協定締結





スペース不足などの


公開情報（手続き不要）





接続、相互接続点


設置の意思決定








要望する場所の情報開示


及び開示内容の確認


（図面の提示及び立入り）














コロケーション調査回答





場所の住所、設置可能架数、ＭＤＦ空き端子数、収容局番、メタル収容回線数等の情報











接続の可否判断・接続可能時期運用方法・技術基準・工事概算費用等の情報








約5.5ヶ月





2000年


1月17日





2000年


6月2日





NTT東西ＮＴＴ西日本


淀川ビル・


大阪中央ビルの


場合





2000年


4月28日





約4ヶ月





1999年


12月28日





NTT東西ＮＴＴ東日本　青山ビル・三田ビルの場合





相互接続点調査申込書





相互接続点調査回答書





相互接続点建設申込





開局





接続交渉開始





建設請負契約案提示





【MDF接続及びコロケーションの手続き（弊社の場合）】
































� 参照ＦＣＣ99-48, USウェストのホームページ:アメリテックはスペース不足の局舎に関する報告書(Exhaustion Report)をインターネット上で開示。当該報告書をスペースの有無に変更が生じてから10営業日以内に修正。


..incumbent LECs must maintain a publicly available document, posted for viewing on the Internet, indicating all premises that are full, and must update such a document within ten days of the date at which a premises runs out of physical collocation space… 


(ＦＣＣ99-48 P.33)





� Ameritech TARIFF M.P.S.C


Upon Requesting Carrier’s order, the Company (Ameritech) shall provide Requesting Carrier a report (the “Premises Report”) that includes for a specific premises: (1) the amount of physical collocation space available in that premises; (2) the number of Telecommunications Carriers physically collocated in that premises at the time of such request (3) any modifications in the use of space in that premises since the Company last provided a report on such premises; and (4) any measures Company is taking to make additional space available in that premises for physical collocation. (Source: Ameritech TARIFF M.P.S.C Part 20, No.26)


� We (FCC) disagree with those commenters that argue that preparing such reports would be of no use to requesting carriers because of the information contained in them would change frequently.  For network planning purposes, new entrants need to know what incumbent LEC offices are available for collocation. (FCC99-48, P. 33)


� ..an incumbent LEC that denies a request for physical collocation due to space limitations should, in addition to providing the state commission with detailed floor plans, allow any competing provider that is denied physical collocation at the incumbent LEC’s premises to tour the premises…the incumbent LEC and competing provider disagree about whether space limitations at that premise make collocation impractical, both carriers could present their arguments to the state commission.  We (FCC) disagree with the comments of several incumbent LECs that tours are unnecessary and could potentially harm LEC central offices.  Incumbent LECs are permitted to assign their own personnel to such tours, thus offering sufficient protection against harm to the network and proprietary information. (FCC99-48, P. 33)


� …incumbent LECs must remove obsolete unused equipment from their premises upon reasonable request by a competitor or upon the order of a state commission. (FCC99-48, P. 34)


� …the 1996 Act requires incumbent LECs to “provide, on rates terms and conditions that are just, reasonable, and nondiscriminatory, for physical collocation of equipment necessary for interconnection or access to unbundled network elements at the premises of the local exchange carrier, except that the carrier may provide for virtual collocation if the local exchange carrier demonstrates to the State commission that physical collocation is not practical for technical reasons or because of space limitations. (FCC99-48, P.12)


� Requesting carrier shall request space for collocation by delivery to the Company (Ameritech) a complete and accepted collocation order form (Collo Order).  Each Collo Order shall specify (i) the premises in which collocation is requested, (ii) the amount of space requested, (iii) a prioritized list of its preferred methods of collocation, if and as applicable…, etc. The Company shall notify Requesting Carrier in writing (Collo Response) as to whether the requested space and preferred methods of collocation are available within the interval…(Ameritech TARIFF M.P.S.C NO. 20R No.37)


� Requesting Carrier shall receive 24x7 access to the Company’s premises only after the Delivery Date of its physical collocation arrangement.  Prior to that date, Requesting Carrier may only access the Company premises for the purposes set forth in this section (e.g. initial walk-though and acceptance walk-through) and only with a Company representative. (Ameritech TARIFF M.P.S.C 20R, P.30)


� Requesting Carrier shall provide the Company with telephonic notice at the time of dispatch of Requesting Carrier’s employees to a Company premises and, if possible, no less than 60 minutes notice prior to the arrival at such premises…any Requesting Carrier employee seeking to access a Company premises must obtain a photo I.D. and, once access is provided, wear such photo I.D. while in the Company premises…the Company may require the presence of a Company-designated escort for any access to a physical collocation arrangement that is not in an area that is secured from access to the Company’s equipment…the company may..adopt reasonable security arrangements to protect its equipment, including separating its equipment with a partition, installing security cameras or other monitoring devices, etc…Requesting Carrier’s employees and approved vendors shall be required to undergo the same level of security training, or its equivalent, that the Company’s own employees or vendors providing similar functions, must undergo. (Ameritech TARIFF M.P.S.C 20R, P.30-32)


� There are two options regarding the installation and engineering of CLEC-provided equipment…(1) The CLEC may contract with Bell Atlantic to perform the equipment installation and engineering…Bell Atlantic may subcontract to any vendor approved to perform the installation of the CLEC-provided equipment. (2) The CLEC may contract directly with a Bell Atlantic-approved equipment installation and engineering vendor.  In this case, the CLEC will pay the vendor directly…(Bell Atlantic, CLEC Handbook)


� We (FCC) view ten days as a reasonable time period within which to inform a new entrant whether its collocation application is accepted or denied. (FCC99-48, P31)


� In Bell Atlantic South, the virtual collocation arrangement implementation process is based on a 60-business day interval. (Bell Atlantic, CLEC Handbook)
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